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台風21号の被災農業者へ支援台風21号の被災農業者へ支援
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町民にわかりやすく身近な

本年も議員全員で取り組んでまいります

議会を目指して

仁木町議会議員一同

平成　年度
決算を認定

新築住宅建設に 200 万円補助

施
設
園
芸
ハ
ウ
ス
新
設
更
新
に
補
助

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興

 第 2 子目以降の保育料無料

29

　第４回定例会は、12月19日に開会し、同日閉会しました。
　町から、条例改正、補正予算が上程され、全ての議案を可決しました。
　また、第３回定例会で委員会付託した、平成29年度各会計決算認定は、委員会審査報告の後、採
決した結果、すべての会計を認定しました。
　議会からは、１件の委員会調査報告と議員から４件の意見書を提出し、意見書１件が否決となり
ました。一般質問では、４人の議員が登壇し、町長及び教育長に考えを問いただしました。

定例会のあらまし
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◇
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　

一
般
会
計
予
算
は
、
条
例

改
正
に
伴
う
人
件
費
、
余
市

協
会
病
院
救
急
医
療
体
制
維

持
補
助
金
、
台
風
21
号
被
災

農
業
者
向
け
対
策
事
業
な
ど

補
正
予
算

台風21号の被災農業者へ支援台風21号の被災農業者へ支援  
  被害施設の修繕等被害施設の修繕等　　 　　 
　　　　　　　　　　　　  に助成へに助成へ

一般会計補正予算（第３号）

に
よ
る
増
額
補
正
や
、
各
種

事
業
終
了
に
よ
る
減
額
補
正

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

予
約
制
バ
ス
を
本
格
運
行
し
ま
し
た

　

仁
木
町
予
約
制
バ
ス
︵
通
称
ニ
キ
バ
ス
︶
に
つ
い
て
は
、
本

年
10
月
１
日
か
ら
本
格
運
行
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
運
行
状
況

に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
間
で
、
利
用

者
６
７
１
人
、
平
均
乗
車
人
数
は
1.8
人
で
し
た
。

銀
山
米
や
防
犯
ブ
ザ
ー
等
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

㈱
木
田
農
園
ア
マ
ム
よ
り
、
学
校
給
食
用
米
飯
と
し
て
、

新
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
を
平
成
30
年
３
月
に
引
き
続
い
て
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
益
社
団
法
人
余
市
地
方
法
人
会
仁
木
地
区
会

及
び
同
法
人
会
青
年
部
会
か
ら
、
小
学
１
年
生
に
防
犯
ブ

ザ
ー
、
小
学
６
年
生
に
文
房
具
セ
ッ
ト
等
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
温
ま
る
善
意
に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

岩
井
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告

補正額 予算総額

・一般会計（９回目の補正）
   456万5000円 減 35億2051万円
・国民健康保険事業特別会計（２回目の補正）
4093万5000円 増 ２億4176万3000円
・簡易水道事業特別会計（２回目の補正）
  136万5000円 増 ３億395万8000円
・後期高齢者医療特別会計（２回目の補正）
　４万5000円 増 6977万8000円

全
て
の
会
計
を

全
て
の
会
計
を
認
定
認
定

台風21号で折れ曲がったハウス

決
算
認
定

　

平
成
30
年
第
３
回
定
例
会

で
決
算
特
別
委
員
会
（
佐
藤

委
員
長
・
上
村
副
委
員
長
）

に
付
託
し
た
、
平
成
29
年
度

各
会
計
決
算
認
定
に
係
る
審

査
報
告
に
つ
い
て
、
佐
藤
委

員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

委
員
長
報
告
の
後
、
全
会

計
の
質
疑
を
一
括
し
て
行
い
、

採
決
の
結
果
、
全
て
の
会
計

を
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し

た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
簡
水
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
後
期
医
療
特
別
会
計（
第
２
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　一般会計の歳出では、職員研修の状況、地域支援事業の内容
と効果、課税対象となる補助金、北海道農業次世代人材投資事
業の要件、ふるさと納税の周知方法、ワインツーリズムの事業
効果と検証結果、町道整備計画の内容、町道の除排雪状況、防
災行政無線の耐用年数、自主防災組織の設置状況、歳入では、
経常収支比率の動向と今後の対策、税収増に向けた具体的方
策、各種税・徴収金等の滞納状況などについての質疑（確認）
があったが、討論はなく、採決の結果、賛成多数で「認定すべ
きもの」と決定した。
　また、特別会計では、簡易水道事業特別会計で、不能欠損の
理由、水道業務に対する交付税算定額などについての質疑（確
認）があったが、討論はなく、採決の結果、全特別会計を賛成
多数で「認定すべきもの」と決定した。

決算特別委員会審査報告

平
成
29
年
度
決
算

大
使
の
各
種
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

　

今
年
度
は
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
よ
る
市

町
村
応
援
大
使
事
業
に
よ
っ
て
、
矢
野
謙
次
（
や
の
け
ん

じ
）
選
手
と
高
梨
裕
稔
（
た
か
な
し
ひ
ろ
と
し
）
選
手
が
本

町
の
応
援
大
使
と
な
り
、
各
種
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

応
援
大
使
と
し
て
、
本
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
「
に
き
果
実
と
や
す
ら
ぎ
の
里
大
使
」
で

あ
る
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
井
口
資
仁
（
い
ぐ
ち
た
だ

ひ
と
）
監
督
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞
を
受
賞
し
、

授
賞
式
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
同
賞
は
、
プ
ロ
野
球
選
手

の
中
か
ら
、
積
極
的
に
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
井
口
監
督
は
、
こ
れ
ま
で
の
幅
広

い
活
動
が
評
価
さ
れ
、
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

条
例
改
正

▼
仁
木
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

12月19日12月19日

第　回定例会第　回定例会
平成３０年平成３０年

４４

報

告

▼
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

調
査
報
告
書
（
中
間
報
告
）

 

※
詳
細
は
、
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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12月19日12月19日

第　回定例会第　回定例会
平成３０年平成３０年

４４　 　 認知症施策の認知症施策の
　　　　　 　　　　　 推進を推進を要望要望

▼
認
知
症
施
策
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書

　

提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

　

認
知
症
の
方
々
は
年
々
増

え
続
け
、
平
成
37
年
に
は
推

計
で
７
０
０
万
人
を
突
破
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

今
後
に
お
け
る
認
知
症
施
策

の
推
進
は
極
め
て
重
要
で
す
。

　

認
知
症
施
策
に
関
す
る
課

題
は
、
医
療
・
介
護
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
づ
く
り
か
ら

生
活
支
援
、
教
育
に
至
る
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

認
知
症
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
基
本
法

の
制
定
や
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
活
用
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
等
に
よ
る
支
援
体

制
の
構
築
な
ど
を
要
望
す
る

も
の
で
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
関

係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

認知症対策の充実を！認知症対策の充実を！

　

全
国
知
事
会
で
は
、
米
軍

に
よ
る
訓
練
の
事
前
情
報
提

供
や
、
事
件
・
事
故
時
に
お

け
る
自
治
体
職
員
の
基
地
立

入
り
保
障
な
ど
、
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
改
定
を
含
む

「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る

提
言
」
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
政
府
が
日
米

地
位
協
定
の
改
定
交
渉
を
提

起
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、

こ
の
全
国
知
事
会
の
総
意
を

重
く
受
け
止
め
、
抜
本
改
定

に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す

る
も
の
で
、
審
議
・
採
決
の

国
・
政
府
等
へ
要
望

社会福祉協議会では認知症予防のための音楽サロンを実施しています

意

見

書

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第４回定例会の一般質問には、４人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

今後における地域振興の取組について

佐藤　秀教　議員
8 

教育環境整備の推進について

住吉　英子　議員
9

地域の少子化対策について

野崎　明廣　議員
10 

国民健康保険税の引下げについて

上村智恵子　議員
11

ニキボーのなになに？

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針
等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。
　なお、平成28年第４回定例会より、質問１件につき40分の時間制限を設け、平成29年第１回定例
会より、説明員に対し反問権を付与しました。

ＩＣＴを活用した学習機会の提供について

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
（第４回定例会）（第４回定例会）

○…賛成、●…反対　　※全員賛成の議案は、掲載していません。また、議長は採決には加わりません。

議決結果

日米地位協定の抜本改定を求める意見書（起立採決） ○ ● ● ○ ● ● 欠席 ○ － 否　　決

平成30年第４回定例会
賛否の分かれた議案の公表 野崎明廣野崎明廣 林　正一林　正一宮本幹夫宮本幹夫住吉英子住吉英子嶋田　茂嶋田　茂佐藤秀教佐藤秀教 水田　正水田　正 上村智恵子上村智恵子 横関一雄横関一雄

▼
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改

定
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
賛
成
議
員　

佐
藤　

秀
教

日
米
地
位
協
定
に

日
米
地
位
協
定
に

　
　
　

関
す
る
意
見
書
を

　
　
　

関
す
る
意
見
書
を
否
決
否
決

▼
難
病
医
療
費
助
成
制
度
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　

 

提
出
議
員　

嶋
田　
　

茂

　
賛
成
議
員　

宮
本　

幹
夫

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
意
見
書

▼
義
援
金
差
押
禁
止
法
の
恒

久
化
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

嶋
田　
　

茂

全
員
賛
成
で
可
決

 

反

対

住 吉住 吉

全
国
知
事
会
の
提
言

は
、
米
軍
基
地
が
防

衛
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
こ
と

は
十
分
認
識
し
つ
つ
も
国
民
の

生
命
や
財
産
を
守
る
観
点
か
ら

国
に
対
し
て
日
米
地
位
協
定
の

見
直
し
を
要
請
し
た
も
の
で
あ

り
、
「
抜
本
改
定
」
で
は
な
い
。

よ
っ
て
同
意
見
書
に
反
対
す
る
。

47
都
道
府
県
の
知
事

が
、
住
民
の
生
活
に

賛

成

直
結
す
る
重
要
な
問
題
と
し
て
、

米
軍
基
地
の
負
担
軽
減
や
日
米

地
位
協
定
の
抜
本
的
な
見
直
し

等
に
関
す
る
提
言
を
決
定
し
た

こ
と
は
、
極
め
て
重
い
と
考
え

る
。
よ
っ
て
同
意
見
書
に
賛
成

す
る
。

討

論

討

論

佐　藤佐　藤

結
果
、
賛
成
３
人
、
反
対
４

人
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
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一　般　質　問 　

問
本
町
に
お
け
る
地
方

版
総
合
戦
略
の
計
画

期
間
は
平
成
31
年
度
で
終
了

と
な
る
。
平
成
32
年
度
以
降

の
新
た
な
取
組
は
。

町
長
国
は
、
平
成
32

年
度
以
降
の
次

期
５
か
年
の
総
合
戦
略
に
向

け
た
方
針
を
定
め
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
現
行
の

総
合
戦
略
の
総
仕
上
げ
を
目

指
す
と
と
も
に
、
国
の
施
策

や
財
政
支
援
等
を
見
極
め
た

上
で
、
次
期
総
合
戦
略
の
対

応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

次期総合戦略の新たな取組は
町長　国の施策や財政支援を見極め検討する

 　町政のそこが聞きたい　

佐藤　秀教 議員

町
長
出
発
点
が
違
っ

た
た
め
、
こ
れ

要
課
題
で
あ
り
、
沿
線
自
治

体
と
の
連
携
し
た
取
組
が
必

要
と
な
る
が
、
取
組
状
況
と

今
後
の
対
応
は
。

問
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

事
業
は
、
余
市
町
と

の
連
携
事
業
で
あ
る
が
、
多

少
温
度
差
が
あ
る
と
思
う
。

今
後
は
ど
の
よ
う
に
連
携
を

深
め
る
の
か
。

町
長
並
行
在
来
線
に

つ
い
て
は
、
新

町
長
同
協
議
会
に
お

い
て
、
早
期
の

存
廃
判
断
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

他
の
自
治
体
と
も
調
査
研
究

を
行
い
、
様
々
な
可
能
性
を

探
り
た
い
。

問
12
月
に
北
海
道
横
断

自
動
車
道
「
小
樽
〜

余
市
間
」
が
開
通
し
、
今
後

は
、
「
共
和
〜
余
市
間
」
・

「
倶
知
安
〜
共
和
間
」
の
国

道
５
号
バ
イ
パ
ス
が
事
業
着

手
さ
れ
る
。
完
成
の
暁
に
は
、

地
域
経
済
に
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、

一
方
で
既
存
す
る
国
道
の
交

通
量
の
減
少
に
伴
う
地
域
経

済
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

そ
の
対
応
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
町
観
光
協
会
、

ワ
イ
ン
事
業
者
、

観
光
農
園
と
の
連
携
の
も
と
、

住吉　英子 議員
 すみよし   えいこ さとう   ひでのり

地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力

あ
る
観
光
事
業
の
創
出
に
努

め
る
ほ
か
、
企
業
、
金
融
機

関
等
へ
の
情
報
提
供
や
交
流

を
強
化
す
る
な
ど
、
後
志
自

動
車
道
を
活
か
し
た
産
業
・

経
済
の
振
興
に
取
り
組
む
。

ま
で
は
お
互
い
の
要
素
を
高

め
る
こ
と
を
重
視
し
て
事
業

を
行
っ
て
き
た
。
目
的
地
点

は
同
じ
で
あ
る
た
め
、
共
通

認
識
の
も
と
、
更
に
連
携
を

深
め
た
取
組
を
し
て
い
き
た

い
。

幹
線
開
業
時
に
Ｊ
Ｒ
か
ら
経

営
分
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
24

年
度
に
沿
線
15
市
町
と
北
海

道
で
構
成
す
る
「
北
海
道
新

幹
線
並
行
在
来
線
対
策
協
議

会
」
が
組
織
さ
れ
、
開
業
前

５
年
を
目
途
に
方
向
性
や
代

替
と
な
る
交
通
機
関
を
決
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
同
協
議
会
を
通
じ

問
並
行
在
来
線
の
存
廃

に
つ
い
て
は
、
長
期

化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

そ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
開

業
前
５
年
を
目
途
に
決
定
さ

れ
る
方
向
性
を
前
倒
し
で
判

断
で
き
な
い
の
か
。

問
北
海
道
新
幹
線
開
業

に
伴
う
並
行
在
来
線

の
存
続
問
題
は
、
地
域
の
重

て
地
域
交
通
の
確
保
に
向
け

た
取
組
に
努
め
る
。

問
北
海
道
教
育
委
員
会

は
、
千
歳
科
学
技
術

大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、

　

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
道
内
市
町
村
に
普
及
さ
せ
、

学
力
向
上
に
役
立
て
る
と
し

て
い
る
が
、
本
町
に
お
け
る

導
入
や
活
用
の
考
え
は
。

教
育
長
本
町
で
は

現
在
、
同

学力向上にｅラーニングの活用を

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
な

い
が
、
各
学
校
と
協
議
を
行

い
、
来
年
度
以
降
に
利
用
を

希
望
す
る
児
童
・
生
徒
が
、

放
課
後
な
ど
に
学
習
で
き
る

環
境
整
備
を
考
え
て
い
る
。

教育長　来年度以降の整備を考えている

学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の
考
え
は

町
長　

今
後
検
討
し
環
境
改
善
に
取
り
組
む

問
教
科
書
の
大
型
化
な

ど
に
よ
り
通
学
用
か

ば
ん
が
重
く
な
り
児
童
・
生

徒
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
現
状
と
対
策
は
。

教
育
長
各
学
校
に

お
い
て
、

学
期
末
に
お
け
る
学
習
用
具

の
計
画
的
な
持
ち
帰
り
や
、

主
要
５
教
科
以
外
の
教
科
書

を
置
い
て
帰
る
こ
と
な
ど
、

様
々
な
実
践
を
し
て
い
る
。

今
後
も
、
児
童
・
生
徒
の
登

下
校
に
際
し
、
身
体
的
な
負

担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

問
同
シ
ス
テ
ム
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

あ
れ
ば
無
料
で
使
用
で
き
る

が
、
本
町
に
は
光
通
信
が
で

き
な
い
地
域
も
あ
る
。
環
境

整
備
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

企
画
課
長
仁
木
地

区
以
外

は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
入
っ
て
い
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
は
可
能
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
光
通
信
に
比
べ

て
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
た
め
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
へ
大
江
・
銀
山
地

区
ま
で
光
通
信
を
通
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
を
し
た
が
、

利
用
者
が
少
な
く
運
営
が
厳

し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

利
用
者
が
多
く
な
れ
ば
可
能

と
な
る
と
思
う
が
、
今
の
段

階
で
は
難
し
い
と
考
え
る
。

問
今
年
の
夏
の
記
録
的

な
猛
暑
で
児
童
・
生

徒
の
熱
中
症
が
全
国
的
に
相

次
い
だ
。
学
校
に
お
け
る
暑

さ
対
策
と
エ
ア
コ
ン
設
置
の

考
え
は
。

教
育
長
教
室
の
窓

や
扉
を
開

け
て
換
気
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
今
年
度
、
全
校
の
普
通

教
室
に
設
置
で
き
る
数
の
業

務
用
扇
風
機
を
購
入
し
、
暑

さ
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

町
長
エ
ア
コ
ン
設
置

に
対
し
て
国
は

交
付
金
と
し
て
３
分
の
１
の

補
助
を
し
て
い
る
が
、
ど
れ

く
ら
い
の
経
費
が
か
か
る
も

の
な
の
か
、
費
用
対
効
果
は

ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
な
ど
を

今
後
検
討
し
、
動
向
を
見
な

が
ら
環
境
改
善
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　パソコン、モバイル端末などの電
子機器やインターネットなどのネッ
トワークを利用して行う学習であり、
場所を問わずに学びの機会を広く提
供することができます。平成30年
２月に北海道教育委員会と千歳科学
技術大学が連携協定を締結し、道内
市町村に普及することとしています。

ニキボーのなになに？

ｅラーニングシステムとは

子どもたちの負担軽減や更なる学力向上を！

高速道路が開通し利便性が高まりました
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　　　　一　般　質　問 　  

問
高
す
ぎ
る
国
保
税
負

担
の
問
題
は
、
国
と

地
方
に
お
け
る
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も

国
保
税
を
引
き
下
げ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

町
長
本
町
の
国
保
税

は
、
過
去
10
年

で
最
低
の
税
率
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
１
年
間
の
国
保
財

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
下
げ
を

学校施設と地域の総合的な検討を
教育長　次期総合計画に基本方針を定める

町
長　

総
合
的
に
判
断
し
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

 　町政のそこが聞きたい　

野崎　明廣 議員

問
急
速
な
少
子
化
の
影

響
で
、
学
校
の
統
廃

合
が
進
み
、
地
域
か
ら
学
校

が
姿
を
消
し
て
い
る
が
、
銀

山
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
推
移
と
今
後
の
展
望
は
。

教
育
長
銀
山
小
学

校
の
今
年

度
の
児
童
数
は
、
32
名
で
５

年
後
の
平
成
35
年
度
の
見
込

み
児
童
数
は
20
名
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
銀
山
中
学
校

の
今
年
度
の
生
徒
数
は
31
名

で
、
平
成
35
年
度
の
見
込
み

生
徒
数
は
19
名
と
な
っ
て
い

る
。
銀
山
地
区
に
お
い
て
は
、

櫻
ケ
丘
学
園
の
児
童
・
生
徒

が
通
学
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
一
定
程
度
の
児
童
・

生
徒
数
は
見
込
め
る
と
考
え

て
い
る
。

問
第
５
期
総
合
計
画
に

基
づ
く
教
育
環
境
等

の
整
備
に
係
る
こ
れ
ま
で
の

取
組
と
今
後
の
対
応
は
。

銀山小学校の老朽化への対応を！

問
本
町
の
国
保
財
政
調

整
基
金
は
、
１
億
円

を
超
え
て
い
る
た
め
、
十
分

余
裕
が
あ
る
と
考
え
る
。
次

年
度
の
引
下
げ
を
検
討
で
き

な
い
の
か
。

ほ
け
ん
課
長

基
金
１

億
円
と

い
う
の
は
、
あ
る
程
度
余
裕

が
あ
り
、
国
保
加
入
者
へ
還

元
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
本
年
度
実
施
し
た
引
下

げ
は
、
毎
年
１
０
０
０
万
円

の
基
金
の
取
崩
し
を
前
提
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年

度
に
お
け
る
基
金
の
残
高
や

北
海
道
か
ら
示
さ
れ
る
平
成

32
年
度
の
納
付
金
額
が
確
定

し
た
時
点
で
、
改
め
て
将
来

見
込
み
等
を
踏
ま
え
、
本
町

国
保
の
持
続
可
能
性
を
担
保

し
た
上
で
、
平
成
32
年
度
の

引
下
げ
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
銀
山
小
学
校
の
校
舎

は
40
年
経
過
し
て
い

る
た
め
、
全
面
的
な
改
修
が

求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
考
え

は
あ
る
の
か
。

問
町
長
に
は
引
き
続
き
、

で
き
る
限
り
加
入
者

　企業に勤めている方が勤務先を通じ
て加入する社会保険の一種で、企業が
健康保険組合を組織していない場合は、
保険の引受者が協会けんぽとなります。
　ケースによりますが、協会けんぽ等
の社会保険の場合、労働者と事業主で
保険料を折半するため、国民健康保険
よりも負担額が低くなります。

ニキボーのなになに？

協会けんぽとは
負
担
の
少
な
い
制
度
設
計
を

国
に
対
し
て
要
望
し
て
ほ
し

い
と
考
え
る
。

国保税の相談は町ほけん課国保医療係へ

上村智恵子 議員
のざき   あきひろうえむら ちえこ

町
長
私
と
し
て
も
、

国
等
に
対
し
て

言
う
べ
き
こ
と
は
言
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
次
の
想
定
に
基
づ
い

た
国
保
と　

協
会
け

ん
ぽ
の
負
担
額
は
。

①
40
代
の
夫
婦
２
人
世
帯
で
、

課
税
所
得
が
２
０
０
万
円

②
30
代
の
夫
婦
と
子
ど
も
１

人
の
世
帯
で
、
課
税
所
得
が

３
０
０
万
円

町
長
①
の
ケ
ー
ス
は
、

国
保
の
場
合
、

年
間
28
万
４
４
０
０
円
と
な

り
、
協
会
け
ん
ぽ
の
場
合
は
、

年
間
13
万
５
３
０
０
円
と
試

算
さ
れ
る
。

　

②
の
ケ
ー
ス
は
、
国
保
の

場
合
、
年
間
36
万
４
０
０
円

と
な
り
、
協
会
け
ん
ぽ
の
場

合
は
、
19
万
６
８
０
０
円
と

試
算
さ
れ
る
。

　

設
定
条
件
に
よ
り
負
担
率

に
差
異
が
生
じ
る
が
、
試
算

結
果
に
よ
る
２
倍
程
度
の
差

に
つ
い
て
は
、
協
会
け
ん
ぽ

の
保
険
料
は
、
事
業
主
と
被

保
険
者
が
折
半
で
負
担
し
て

い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
、
各
保
険

の
制
度
設
計
の
違
い
に
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

政
の
状
況
等
を
総
合
的
に
判

断
し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
国
保
と
協
会
け
ん
ぽ

の
差
を
解
消
す
べ
き

で
は
。

ほ
け
ん
課
長

国
保
は
、

所
得
水

準
が
低
い
加
入
者
が
多
い
と

い
っ
た
よ
う
な
制
度
上
変
え

ら
れ
な
い
問
題
が
あ
り
、
更

な
る
国
費
投
入
が
な
け
れ
ば
、

協
会
け
ん
ぽ
等
と
の
格
差
解

消
は
難
し
い
と
考
え
る
。

教
育
長
校
舎
の
修

繕
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
教
材
備
品
の
整

備
、
教
職
員
住
宅
の
環
境
改

善
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
今

後
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
教
育
環
境
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
教
職
員
住
宅
に
空
き

が
あ
る
が
、
建
物
と

し
て
不
備
が
あ
る
の
か
。

教
育
長
建
築
年
数

も
か
な
り

経
ち
、
配
管
等
の
劣
化
が
見

ら
れ
る
が
、
多
額
の
お
金
を

か
け
て
直
す
の
が
本
当
に
良

い
の
か
総
合
的
に
考
え
て
い

き
た
い
。

教
育
長
平
成
25
年

に
イ
ン
フ

ラ
の
長
寿
命
化
基
本
計
画
が

総
務
省
で
作
成
さ
れ
、
平
成

32
年
頃
ま
で
に
個
別
施
設
計

画
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
基
づ
き
、
各
小
中
学
校

の
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
次
の
大
規
模
修
繕
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
る
た
め
、
ま
ず
は
同
計
画

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
優
先

課
題
と
考
え
て
い
る
。

問
小
中
併
置
校
の
研
究

を
進
め
て
い
る
と
思

う
が
、
学
校
施
設
と
地
域
を

総
合
的
に
検
討
し
、
次
期
総

合
計
画
に
盛
り
込
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

教
育
長
小
中
併
置

校
を
含
む

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
段

階
で
、
検
討
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
次
期
総
合
計
画
の
基

本
方
針
を
定
め
、
各
施
策
を

盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

問
教
材
に
不
足
は
生
じ

て
い
な
い
の
か
。

教
育
次
長
毎
年
度

予
算
編

成
時
期
に
、
各
学
校
か
ら
要

求
を
し
て
も
ら
い
、
教
育
委

員
会
で
査
定
を
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
優
先
順
位
を
つ
け
な

が
ら
教
材
の
予
算
を
要
求
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
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議
会
基
本
条
例
は
制
定
に
向
け
調
査
中

　議会活性化特別委員会調査報告書（中間報告）

議会活性化議会活性化の取組の取組
　　　　　を更に　　　　　を更に推進推進

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

議
会
活
性
化

議
会
活
性
化
に
つ
い
て

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

意
見
交
換

　
　
　
　
　
　

意
見
交
換

　

11
⽉
28
⽇
、
渡
島
管
内
福
島
町
議
会
議
員
︵
溝
部

議
⻑
外
７
名
︶
が
来
訪
し
、
本
町
で
実
施
を
予
定
し

て
い
る
議
員
選
出
監
査
委
員
の
廃
⽌
に
つ
い
て
、
研

修
視
察
が
⾏
わ
れ
ま
し
た
。

 

研
修
視
察
に
は
、
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員

も
同
席
し
、
議
員
選
出
監
査
委
員
の
廃
⽌
に
つ
い
て

の
概
要
や
廃
⽌
に
⾄
っ
た
経
過
な
ど
を
説
明
し
た
後
、

意
⾒
交
換
を
⾏
い
ま
し
た
。

 

意
⾒
交
換
で
は
、
福
島
町
議
会
と
本
町
議
会
に
お

け
る
監
査
委
員
の
現
状
を
⽐
較
し
つ
つ
、
様
々
な
観

点
か
ら
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

ま
た
、
福
島
町
議
会
は
、
全
国
で
も
有
数
の
議
会

改
⾰
先
進
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本

町
議
会
が
制
定
を

⽬
指
し
て
い
る
議

会
基
本
条
例
の
運

⽤
⽅
法
等
に
つ
い

て
も
、
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、

⼤
変
参
考
と
な
る

有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

渡
島
管
内
福
島
町
議
会
議
員
が
来
訪

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

季
節
感
の
あ
る
献
立

季
節
感
の
あ
る
献
立

　
　
　
　
　

で
食
育
推
進

　
　
　
　
　

で
食
育
推
進

　

12
⽉
19
⽇
に
佐
藤
町
⻑
、
林
副
町
⻑
、
岩
井
教
育

⻑
、
原
⽥
代
表
監
査
委
員
を
招
き
、
学
校
給
⾷
試
⾷

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
試
⾷
会
は
、
学
校
給
⾷

の
献
⽴
と
調
理
の
状
況
及
び
⾷
味
把
握
の
た
め
、
平

成
18
年
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

 

当
⽇
は
、
冬
⾄
が
間
近
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
メ

ニ
ュ
ー
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
団
⼦
汁
が
あ
る
な

ど
、
季
節
感
の
あ
る
献
⽴
づ
く
り
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
12
⽉
の
献
⽴
表
が
資
料
と
し
て
配
布
さ

れ
、
﹁
ク
リ
ス
マ
ス
献
⽴
﹂
と
し
て
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ

が
付
く
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
な
ど
、
⾷
べ
る
楽
し
さ
で

⾷
育
の
充
実
を
図
る
こ
と

も
⼤
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

学
校
給
食
試
食
会
を
実
施

給食試食会メニュー

ご飯・かぼちゃ団子汁・真だらザンギ・旨煮・牛乳

（831㌔カロリー） 

議会改革に関してたくさんのご意見をいただきましたおいしくいただきました

議会活性化議会活性化
特別委員会特別委員会

　

平
成
30
年
12
月
19
日
に
招

集
さ
れ
た
平
成
30
年
第
４
回

定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
調
査
報
告

書
（
中
間
報
告
）
が
上
村
委

員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
「
政

治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
や
「
議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
の
４

項
目
に
お
け
る
調
査
結
果
を

報
告
し
、
今
後
も
継
続
し
て

議
会
活
性
化
に
向
け
て
調

査
・
研
究
し
て
い
く
こ
と
を

明
言
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
会
基
本
条
例
に

つ
い
て
は
、
平
成
31
年
８
月

の
改
選
ま
で
に
制
定
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
現
在
、
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
報
告
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

政治倫理条例の制定について政治倫理条例の制定について

　　平成29年第４回定例会において、委員会発平成29年第４回定例会において、委員会発
委として条例案を提出し可決・制定され、平成委として条例案を提出し可決・制定され、平成
30年１月１日から施行。30年１月１日から施行。

議会基本条例の制定について議会基本条例の制定について

　　議会基本条例とは、自治に基づく地方議会の議会基本条例とは、自治に基づく地方議会の
運営の原則を定めた条例で、議会のあり方を住運営の原則を定めた条例で、議会のあり方を住
民に対し宣言するものであり、同条例の制定に民に対し宣言するものであり、同条例の制定に
向けて、調査・研究を行っていく。向けて、調査・研究を行っていく。

議会報告会について議会報告会について

　　制定に向け継続協議中である議会基本条例に制定に向け継続協議中である議会基本条例に
おいて「議会報告会の開催」に関する規定を明おいて「議会報告会の開催」に関する規定を明
文化することにより、継続的な開催が可能とな文化することにより、継続的な開催が可能とな
ることから、同条例の制定に向けた協議と併せることから、同条例の制定に向けた協議と併せ
て、調査・研究を行っていく。て、調査・研究を行っていく。

議会広報における一般質問の要約について議会広報における一般質問の要約について

　　議会広報先進地では、質問者自らが記事の要議会広報先進地では、質問者自らが記事の要
約作業を行っていることから、本町議会広報に約作業を行っていることから、本町議会広報に
おいても、導入することを決定した。おいても、導入することを決定した。

全員協議会全員協議会
ふるさと納税

返礼品返礼品の受付をの受付を
　　　 　　　 ４月まで休止４月まで休止

　

平
成
30
年
10
月
26
日
に
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
特

産
品
贈
呈
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
取
組
を
開

始
し
、
返
礼
品
を
納
付
額
の

４
割
程
度
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
総
務
省
か
ら
、
平
成
30

年
11
月
１
日
時
点
で
返
礼
品

が
納
付
額
の
３
割
を
超
え
る

も
の
や
地
場
産
品
以
外
の
も

の
に
つ
い
て
、
見
直
し
を

行
っ
て
い
な
い
自
治
体
を
制

度
の
対
象
外
と
す
る
旨
の
強

い
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
対
応
を
協

議
し
た
結
果
、
年
度
途
中
で

返
礼
品
の
価
格
を
下
げ
る
こ

と
や
返
礼
品
に
対
す
る
寄
付

額
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
協

力
事
業
者
の
経
費
負
担
増
な

ど
が
懸
念
さ
れ
、
さ
ら
に
、

地
場
産
品
以
外
の
解
釈
を
厳

し
く
す
る
と
の
通
達
が
あ
り
、

や
む
を
得
ず
11
月
１
日
以
降

の
年
度
内
の
受
付
を
休
止
し
、

新
年
度
か
ら
再
開
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

ど
の
よ
う
な
場
合
に
地

場
産
品
以
外
と
な
る
の
か
。

　
　

　
　

地
場
産
品
に
当
て
は
ま

ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
例

と
し
て
は
、
小
売
業
者
が
町

外
で
で
き
た
も
の
を
仕
入
れ

て
そ
の
ま
ま
提
供
す
る
こ
と

や
製
造
業
者
は
町
内
に
あ
る

が
製
品
を
作
っ
て
い
る
工
場

は
町
外
に
あ
る
場
合
な
ど
、

ＱＡ

間
違
い
な
く
仁
木
町
産
で
あ

る
も
の
以
外
は
、
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
未

確
定
の
も
の
も
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
、
振
興
局
等
の
指

導
を
受
け
て
い
き
た
い
。

　
　

本
町
で
も
地
場
産
品
に

該
当
し
な
い
も
の
は
あ
る
の

か
。

　
　

ホ
ク
レ
ン
の
お
米
や
、

ジ
ュ
ー
ス
等
の
加
工
品
な
ど
、

町
外
の
工
場
で
製
品
と
な
っ

た
も
の
が
該
当
し
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
原
材
料
の

産
地
が
仁
木
町
産
と
は
っ
き

り
言
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

余
地
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

ＱＡ

再開までに寄付額増に向け検討を！（人気返礼品のさくらんぼ）
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絆

富
本　

哲
也　

さ
ん
（
北
町
）

 

夫
婦
と
も
に
実
家
が
余
市
町
に
あ
る
の

で
、
地
元
に
戻
ろ
う
か
悩
み
ま
し
た
が
、
中

学
⽣
ま
で
医
療
費
無
料
と
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
仁
⽊
町
に
永
住
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
過
去
に
⼦
ど
も
が
⼊
院
や
⼿
術
を
し
た

こ
と
が
あ
る
の
で
⼤
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

嶋
田　

茂
）

　

地
産
地
消
が
で
き
る
食
堂
を

元気に楽しくいつまでも元気に楽しくいつまでも
　

町
内
で
活
動
す
る
大
正
琴
み
す
ず
会
の
皆
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

　

大
正
琴
み
す
ず
会
は
、
大
正
琴
を
通
し
て
音
楽
性
豊

か
な
生
活
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
目
的
と
し
て
平
成
２

年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
で
は
毎
月
第
１
・
２
・
３
水
曜

日
に
練
習
を
行
い
な
が
ら
、
町
文
化
祭
へ
の
出
演
や
施

設
慰
問
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
は
年
々
減
少
し
、
「
興
味
の
あ
る
方
は
い
つ

で
も
練
習
に
来
て
ほ
し
い
」
と
語
る
み
す
ず
会
の
皆
さ

ん
。
町
に
対
す
る
要
望
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
「
高
齢
の

　

大
正
琴
み
す
ず
会
の
皆
さ
ん

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
町
民
セ
ン
タ
ー
の
使

用
料
が
下
が
り
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
が
、
逆
に
運
営

が
成
り
立
つ
の
か
心
配
」
と
述
べ
ら
れ
、
町
の
財
政
に
つ

い
て
も
気
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
の
取
組
や
目
標
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

「
１
年
で
も
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」
と
回
答
さ
れ
、
公

共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
を

育
む
集
い
の
場
の
創
出
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
も
更
に
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

介

輝く町民輝く町民ささんんを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

 

⼭
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
⾃
由
開
放
が
少
な

い
の
で
、
⾃
由
に
使
え
る
時
間
が
増
え
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

︵
取
材
・
記
事　

佐
藤
秀
教
︶

そ
こ
に
は
⾷
堂
が
あ

り
、
お
昼
頃
に
な
る

と
施
設
の
職
員
の
み

な
ら
ず
役
場
職
員
や

近
く
で
働
い
て
い
る

⽅
な
ど
、
⼀
般
の
⽅

も
気
軽
に
⽴
ち
寄
っ

て
昼
⾷
を
と
っ
て
い

方
が
多
い
の
で
、
町
民
セ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ジ
裏
の
階
段
に

手
す
り
を
つ
け
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
の
意

　

連
載
14
回
目
は
、
北
町
在
住
の
富
本
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
３
人

の
お
子
さ
ん
の
５
人
家
族
で
す
。

　

哲
也
さ
ん
は
、
新
お
た
る
農
業
協
同
組
合

に
勤
務
さ
れ
、
奥
様
は
余
市
町
で
パ
ー
ト
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仁
木
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

　

子
ど
も
の
生
活
の
こ
と
で
望
む
も
の
は

あ
り
ま
す
か
。

　

町
に
対
し
て
何
か
望
む
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

 

優
し
く
、
愛
情
を
も
っ
て
周
り
の
友
達
と

助
け
合
い
成
⻑
し
て
ね
。
そ
し
て
、
や
り
た

い
こ
と
に
向
か
っ
て
、
思
い
っ
き
り
挑
戦
し

て
く
だ
さ
い
。

　

３
人
の
お
子
さ
ん
は
と
て
も
元
気
。
取
材

の
際
も
仲
良
く
じ
ゃ
れ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
哲
也
さ
ん
は
、
学
校
の
先
生
方
が

熱
心
に
勉
強
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い

と
も
述
べ
て
い
ま
し
た
。
仁
木
町
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
く
れ
る
先
生
方
に

感
謝
し
、
子
育
て
施
策
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
に
対
す
る
教
育
の
充
実
も
更
に
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

　

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

ま
し
た
。
仁
⽊
町
に
も
、
仁
⽊
町
産
の
農
作

物
を
使
っ
た
地
産
地
消
が
で
き
る
⾷
堂
が
あ

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

町⽂化祭にも毎年出演しています

 

仁
⽊
町
の
農
作
物
は
何
を
と
っ
て
も
お
い

し
い
の
に
、
そ
れ
を
飲
⾷
す
る
場
所
が
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
以
前
仕
事
で
⼈
⼝
が
同
規

模
の
町
の
福
祉
施
設
を
訪
問
し
た
の
で
す
が
、


